別紙３

京都ならではの歴史博物館の機能の検討に係る基礎調査業務委託の
受託候補者選定委員会評価基準
１　目的

京都ならではの歴史博物館機能の検討に係る業務委託に係る受託候補者を選定するために行う評価について、必要な事項を定める。
２　受託候補者の決定方法
　評価項目の各点数の合計点が最も高いものを受託候補者とする。ただし、必要書類が揃っていない場合や、最も高い得点を獲得していても合計点が６０点に満たない場合は受託候補者としない。
　また、見積価格が募集要項「１⑷　委託金額（上限）」を超えている場合については失格とし、評価対象外とする。
　なお、本プロポーザルに参加する者が１者のみであっても、プロポーザルは成立するものとする。
３　評価方法

以下に示す項目に基づいて総合的に評価し、受託候補者を１者選定する。
４　評価項目

　各選定委員が採点を行い、その平均を提案者の点数とする。

　ア　評価項目及び配点

　　　「（別紙４）提案内容評価表」に基づき採点を行う。

　
イ　評価点表
	評価項目
	評価事項
	評価点
（満点）
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ

	周辺課題の抽出
（２０点）
	本市の文化財行政の現状を正確に把握しているか。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	
	課題の抽出方法は適切か。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	基礎調査の実施方針について

（３０点）
	本市が示す基礎調査の方針に沿っているか。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	
	他都市の博物館、公共施設等の整備事例について把握しているか。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	
	他都市調査以外の基礎調査方法は適切か。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	京都市が目指すべき歴史博物館の素案

（２０点）
	京都市が抱える課題を解決し得るものか。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	
	整備費用、運営コストの観点が考えられているか。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	作業スケジュール

（５点）
	作業スケジュールは適切か。
	５
	５
	４
	３
	２
	１

	組織体制
（５点）
	調査に係る人員は十分か。また、本市との連絡体制は確保できているか。
	５
	５
	４
	３
	２
	１

	過去の業務実績
（１０点）
	博物館または公共施設の整備実績の件数は豊富か。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	見積価格
（１０点）
	見積価格は安価か。
	１０
	１０
	８
	６
	４
	２

	合計
	１００
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